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問
／
上
越
市
ス
マ
ー
ト
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
証
事
業

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
／
遠
隔
操
作
型
の
給
水
栓
に
よ
る
水
管
理
時
間
の
８

割
削
減
、
葉
色
デ
ー
タ
に
基
づ
き
追
肥
時
に
適
期
・
適

量
を
散
布
で
き
る
完
全
自
動
飛
行
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
収

量
増
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
な
し
で
直
線
キ
ー
プ
す
る
ト
ラ

ク
タ
に
よ
る
労
働
時
間
の
４
割
削

減
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の

優
位
性
が
確
認
で
き
た
。
課
題
は
、

高
額
な
イ
メ
ー
ジ
の
導
入
コ
ス
ト

で
あ
る
が
、
日
々
改
良
さ
れ
る
機

械
の
汎
用
化
と
普
及
で
価
格
は
下

が
り
つ
つ
あ
る
。
補
助
事
業
や
交

付
金
の
活
用
な
ど
、
相
談
窓
口
を

通
じ
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

　
地
下
式
消
火
栓
か
ら
地
上
式
消
火
栓
へ
の
変
更
を

問
／
豪
雪
に
よ
り
緊
急
車
両
が
通

行
で
き
な
い
状
況
が
続
い
た
が
、

地
下
式
消
火
栓
を
地
上
式
消
火
栓

に
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
市
街
地
で
は
消
火
栓
用
地
の

確
保
が
困
難
な
場
合
等
、
や
む
を
得
ず
道
路
や
歩
道
内

に
設
置
し
て
い
る
。
新
設
の
場
合
は
全
て
地
上
式
消
火

栓
と
し
て
お
り
、
地
下
式
消
火
栓
は
更
新
や
移
設
す
る

場
合
に
、
地
上
式
消
火
栓
に
変
更
し
て
い
る
。

問
／
今
後
の
佐
渡
汽
船
へ
の
財
政
支
援
の
検
討
と
、
航

路
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
／
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
あ
か
ね
の
売
却
に
よ
る

経
営
状
況
を
確
認
し
、
補
助
金
の
返
還
と
合
わ
せ
て
検

討
す
る
。
活
性
化
に
向
け
て
は
、
佐
渡
汽
船
や
関
係
自

治
体
等
と
情
報
を
共
有
し
、更
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問
／
水
族
博
物
館
に
お
け
る
鯨
類
死
亡
に
関
す
る
検
証

結
果
報
告
書
の
提
出
を
受
け
、ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

答
／
17
項
目
の
提
言
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
で
き
る
限

り
実
施
し
て
お
り
、
新
年
度
予
算
に
お
い
て
も
工
事
を

計
画
し
て
い
る
。
定
期
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
前
倒
し

の
検
討
も
視
野
に
入
れ
て
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
指

定
管
理
者
と
協
議
を
し
て
い
く
。

問
／
（
仮
称
）
直
江
津
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

及
び
同
事
業
に
よ
る
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
／
地
域
資
源
と
組
み
合
わ
せ
た
現
代
ア
ー
ト
の
展
示

や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
出
会
い
や
交
流
が
生
ま
れ
、

ま
ち
の
賑
わ
い
を
目
指
す
事
業
で
あ
る
。
地
域
の
皆
さ

ん
や
団
体
と
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、計
画
し
て
い
く
。

問
／
直
江
津
の
魅
力
あ
る
要
素
を
つ
な
げ
て
一
体
感
を

も
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
／
ま
ち
の
求
心
力
を
高
め
る
様
々
な
取
組
が
動
き
出

し
て
お
り
、
市
民
や
団
体
に
よ
る
積
極
的
な
活
動
は
大

変
心
強
い
。
相
互
に
何
を
し
て
い
る
か
知
り
合
い
、
前

向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
団
体
等
の
橋

渡
し
役
と
し
て
情
報
の
収
集
や
伝
達
に
努
め
る
。

問
／
ス
ト
ッ
プ
人
口
減
少
の
決
め
手
は
、
第
３
子
以
降

高
卒
ま
で
１
人
当
た
り
月
々
５
万
円
支
給
す
る
子
供
年

金
制
度
の
導
入
に
あ
る
。
ニ
ー
ズ
調
査
を
す
べ
き
だ
。

答
／
直
ち
に
人
口
減
少
効
果
が
上
が
る
か
分
か
ら
な
い
。

ま
た
、
市
の
財
政
負
担
の
問
題
も
あ
り
、
今
は
ニ
ー
ズ

調
査
実
施
や
子
供
年
金
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問
／
新
幹
線
駅
と
南
高
田
を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
を
新

設
し
、高
田
市
街
地
と
一
帯
化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答
／
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
見
通
し
の
中
、

市
街
化
区
域
の
拡
大
に
は
慎
重
な
対
処
が
必
要
で
あ
る
。

問
／
新
し
い
自
治
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
、
郵
便
局
と
Ｊ
Ａ

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
有
望
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
／
こ
れ
ま
で
も
各
団
体
等
の
意
向
を
踏
ま
え
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
取
組
を
進
め
て
き
た
。
地
域
自
治
区

制
度
に
位
置
付
け
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
機
関

と
し
て
総
合
事
務
所
を
こ
れ
か
ら
も
活
用
し
て
い
く
。

問
／
地
球
環
境
特
別
会
計
が
廃
止
と
な
る
。
次
な
る
事

業
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

答
／
令
和
４
年
度
に
策
定
す
る
次
期
環
境
基
本
計
画
の

中
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
が
当
市
の
環
境
政

策
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
で
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
／
高
田
城
「
枡ま
す

形が
た

門
」
の
復
元
は
、
当
市
の
観
光
戦

略
と
し
て
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
／
城
の
復
元
は
安
易
に
行
う
も
の
で
は
な
い
が
、
枡

形
門
の
復
元
に
求
め
ら
れ
る
詳
細
な
資
料
や
調
査
を
行

い
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
事
業
の

�

成
果
と
課
題
は
？

直
江
津
で
地
域
が
一
体
感
を

�

も
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

時
代
は
、
守
り
の
市
政
か
ら

�

攻
め
の
市
政
へ
転
換
！

小
林
　
和
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）
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無
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）

自動飛行のドローン豪雪下で除雪された消火栓


